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論文要旨 
 

ウーロン茶ポリフェノールの一種であるウーロンホモビスフラバン B （OHBFB）は脂質代謝調

節作用を有するが、吸収率は低く、その作用メカニズムは不明な点が多い。一方、マイクロ RNA
（miRNA）は標的遺伝子の発現を調節することが知られており、食品成分の生理作用を仲介する分

子として注目されている。そこで本研究では、OHBFB の作用に腸管上皮細胞から分泌される

miRNA が関与していると仮定し、検討を行った。その結果、OHBFB は血漿ならびに肝臓におい

て miRNA の一種である let-7f-5p 発現量を増加させることで、肝臓における脂質代謝関連遺伝子発

現量を制御することが明らかとなった。 
ベリー類に豊富に含まれているフラボノイドの一種であるデルフィニジンは、筋萎縮予防作用を

有する。我々はこれまでに、デルフィニジンが骨格筋において筋萎縮予防 miRNA の一種である

miR-23a-3p 発現量を増加させ、筋萎縮予防作用を発揮することを見出している。しかしながら、

デルフィニジンのバイオアベイラビリティは低く、その作用機序については不明な点が多い。そこ

で本研究では、デルフィニジンにより腸管で発現誘導された miR-23a-3p が miRNA の輸送体とし

て知られる細胞外小胞 (EVs) に内包され骨格筋に輸送されると仮定し、検討を行った。その結果、

デルフィニジンは腸管において miR-23a-3p 含有 EVs の分泌を促すとともに、それら EVs が骨格

筋における筋萎縮原因遺伝子発現量を抑制することで筋萎縮予防作用を発揮する可能性を見出した。 
 


